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A HISTORY OF THE FIRST SIXTY YEARS

「今日の世紀に」
浅　野　　　孔　作詞
昭和29年度卒業（教育学部）

甲斐山　義　弘　作曲
昭和30年度卒業（教育学部）

今日の世紀に
生きるよろこびに
憎しみも忘れ
悩みもつきぬけ
緑なす自由の園に
今こそ歌おう
青春の歌を───

われらは人間
われらは学生
愛と真理に
強く生きよう

明日の平和を
ねがう鐘の音に
あらたなつとめと
希望とを聞き
はてしない青空の下に
今こそ歌おう
青春の歌を───

われらは人間
われらは学生
愛と真理に
強く生きよう

1949年に創立した福島大学は、今年60周年を迎
えます。戦前からの伝統を受け継いで2学部（学
芸学部・経済学部）構成で発足した福島大学は、

約30年前のキャンパス統合を経て、行政社会学部
を創設し、さらに全学再編のなかで理工学群を生

み出し、4つの学域を有する2学群4学類として発
展してきました。

教育系及び経済系を中心として発足した本学

は、小規模ながら、人文科学・社会科学から自然

科学を含む、ほぼすべての学問領域を備えた総合

大学としての歩みを開始することができました。

4学類（人間発達文化学類、行政政策学類、経済
経営学類、共生システム理工学類）を基盤に、4
つの大学院研究科（修士課程）を整備し、「教育

重視の人材育成大学」として、その役割を果たす

べく尽力しています。

国立大学が法人化し、国立大学法人福島大学も

5年になります。法人化は、各大学の個性化と自
律的経営を求めていますが、福島大学は教育研究

を通じて、地域社会とともに歩み、地域社会の活

性化に貢献したいと考えています。

本学の有する人的物的資源を生かし、産官民学

連携を強化し、地域社会の諸課題解決のための研

究の推進と人材育成に力を入れて参ります。

地域社会の皆さんの期待に応えられる、地域社

会に存在感のある大学づくりを目指していきたい

と思いますので、今後とも、福島大学に対する、

より一層のご指導とご支援を、心からお願いしま

す。

FUKUSHIMA UNIVERSITY ANNIVERSARY 60

福島大学に対するご指導ご支援に、改めて御礼を申し上げます。

福島大学長　今 野 順 夫
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A HISTORY OF THE FIRST SIXTY YEARS

FUKUSHIMA UNIVERSITY

1948-1959
時ヲ超エテ明日ノ向コウニ

１９４８年（昭和２３年）
１１月 「福島大学設置認可申請書」を修

正・提出

１９４９年（昭和２４年）
５月 福島大学設置／西沢喜洋芽学長／

（経）に事務局／学芸学部（学生定員
５８０）・経済学部（学生定員１４０）

６月 福島大学入学試験　　　
７月 福島大学入学式（経済学部講堂）
９月 本学学生の授業を開始

（事）事務局を舟場町（元師範女子部）
に移転

１１月 福島大学開学式（学芸学部講堂）

１９５０年（昭和２５年）
２月 （評）入試方法を検討、学部別実施を決定
５月 ５/３１を創立記念日と定める

１９５１年（昭和２６年）
１月 庶務課『月報』発行開始
３月 （経）福島経済専門学校、最後の卒業式

（芸）師範学校、最後の卒業式
（芸）青年師範学校、最後の卒業式

１０月 『月報』を『福島大学学報』と改題
１２月 （図）本館・分館制度導入

（図）学芸学部分館書庫新営工事竣工

１９５２年（昭和２７年）
４月 （短）併設経済短期大学部設置

（夜間３年・学生定員８０）

１９５３年（昭和２８年）
３月 第１回卒業式（学部毎に挙行）
１１月 （評）学長選考規程制定（１１/１６施行）

１９５４年（昭和２９年）
２月 最初の学長公選

阿部久次経済学部教授、学長に就任
１１月 学生歌「今日の世紀に」発表会
１２月 （評）施設整備総合計画案に（経）が

条件付同意
（評）施設総合整備計画が（文）教育施
設部設定会で決定と報告／経過を踏まえ
一般教養委員会設置の必要確認

１９５５年（昭和３０年）
６月 東北総体を福島大学が初めて当番

校として開催
１１月 応援歌「若き血のたぎる」「若き血潮」発表会

１９５６年（昭和３１年）
１月 （事）事務局・学生部を浜田町キャン

パスに移転
（芸）学生ホール（木造平屋）移改築竣工

４月 （経）経済学専攻科設置（経理経営専攻）

１９５７年（昭和３２年）
２月 阿部久次学長再任（第２期）
１１月 （経）旭寮開寮

１９５８年（昭和３３年）
９月 （芸）勤評問題で自治会が授業放棄

決定／教授会は臨時休校決定
（芸）教授会、自治会に自治会解散
通告書を手交

１０月 （芸）教授会、自治会解散決議を撤回

１９５９年（昭和３４年）
１月 （芸）如月寮移改築竣工

学長　西沢喜洋芽（1949～54）

「福島大学設置認可申請書」最終提出

福島民報11.4付

1949（昭和24年）

学長　阿部久次（1954～62）

1950（昭和25年） 1951（昭和26年）

1953（昭和28年） 1956（昭和31年）

1954（昭和29年） 1957（昭和32年）

1955（昭和30年） 1958（昭和33年）

1959（昭和34年）

1952（昭和27年）

『月報』第1号発行
『月報』を『福島大学学報』
と改題第1号発行

併設経済短期大学部設置、夜の校舎

短大事務室

茶道研究会（経済学部）

新装なった学生ホール（経済学部）

旭寮開寮

事務局・学生部、浜田町キャンパス（旧紫雲寮）に移転

自然科学棟竣工

葵寮（女子寮）芸能大会

冬の附属図書館

福島民報3.20付

福島民報4.25付
福島民報6.26付

福島民報6.22付

福島民報6.27付

福島民報4.22付
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A HISTORY OF THE FIRST SIXTY YEARS

FUKUSHIMA UNIVERSITY

1960-1969
時ヲ超エテ明日ノ向コウニ

１９６０年（昭和３５年）
２月 阿部久次学長再任（第３期）
８月 （芸）附属中学校、腰浜町に移転

１９６１年（昭和３６年）
７月 （芸）附属小学校、新浜町に移転
１１月 （芸）附属小学校・附属中学校竣工式
１２月 （評）入学試験実施規程制定

１９６２年（昭和３７年）
１０月 服部英太郎東北大学経済学部教授、

学長に就任

１９６３年（昭和３８年）
５月 （評）総合整備計画書で統合の意思

表示と決定

１９６４年（昭和３９年）
４月 （芸）専攻科に教育専攻設置（学生定員５）

１９６５年（昭和４０年）
４月 （経）経営学科拡充改組・学生定員４０増
１０月 服部英太郎学長再任（第２期）
１２月 服部英太郎学長急逝

平井博学芸学部長、学長事務取扱に就任

１９６６年（昭和４１年）
２月 海後勝雄埼玉大学学芸学部長を学

長に選出・就任
４月 （芸）教育学部に名称を変更

（育）特別教科（理科）教員養成課程
設置（学生定員３０）
（育）附属幼稚園設置

１９６７年（昭和４２年）
４月 （育）附属小学校に特殊学級設置
１０月 （評）「本学統合整備問題の経緯に

ついて」公表
一般教育カリキュラム委員会発足

１９６８年（昭和４３年）
３月 学長、学内運営民主化につき所見を

発表（３.１８所見）
５月 学長長期不在（６/１８まで）の異常事態続く
６月 学長帰学、（評）開催、（経）学部長・評

議員全員辞意表明
（経）教授会、学長辞任勧告を決議
（育）教授会、学長辞任勧告を決議

９月 両学部学生、学生大会決議により長
期スト突入

１０月 （文）学部長・評議員の辞表を受理、
新学部長・評議員を発令
協議会で海後学長辞意表明
玉山勇経済学部長、学長事務取扱就任

１９６９年（昭和４４年）
３月 （評）学長選考規程検討委員会の設

置を決定／試験規程（全学統一）制定
４月 （育）附属中学校に特殊学級設置

福島大学計算センター設置
１０月 「全学闘」（育）自然科学棟を占拠・

封鎖
１１月 自治会が封鎖自主解除
１２月 野村正次経済学部教授、学長事務取

扱に就任
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学長　服部英太郎（1962～65）

1960（昭和35年）

学長事務取扱
平井　博（1965～66）

学長　海後勝雄（1966～68） 学長事務取扱
野村正次（1969～71）

学長事務取扱
玉山　勇（1968～69）

1961（昭和36年）

1962（昭和37年）

1964（昭和39年） 1967（昭和42年）

1965（昭和40年） 1968（昭和43年）

1966（昭和41年） 1969（昭和44年）

1963（昭和38年）

開学10周年
「大学祭ガーデンパーティー」

開学10周年
「ダンスパーティー」

信夫寮食堂　三食71円なり

第5回東北・北海道学生経済ゼミナール

教育学部校舎

優勝の馬術部

自動車部

全学集会

全学闘、自然科学棟
占拠・封鎖

学芸学部から教育学部に名称変更

学生増に伴うプレハブ教室

福島民報2.19付

福島民報5.27付

福島民報6.20付

福島民報6.22付

福島民報
10.12付

福島民友11.13付

福島民友11.12付

福島民報10.20付

福島民報10.20付

福島民報3.30付
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A HISTORY OF THE FIRST SIXTY YEARS

FUKUSHIMA UNIVERSITY

1970-1979
時ヲ超エテ明日ノ向コウニ

１９７０年（昭和４５年）
７月 統合に関するマスタープラン作成委員会設置
９月 （評）「統合整備に関する提案」公表

（自主・民主・公開原則による統合）
１０月 広報委員会『新しい大学のために』発刊

１９７１年（昭和４６年）
３月 『福島大学学報』（６３年３月以降一

時中断）が復刊（月刊化）
４月 安田初雄教育学部教授、学長事務取

扱に就任
９月 （評）「統合整備に関する評議会の提案」
１１月 （評）統合推進方針を最終決定

１９７２年（昭和４７年）
５月 評議会・実施本部・土地選定委が候

補地順位検討
協議会、学長選考規程を制定

７月 新規程による学長選挙、玉山勇経済
学部教授を選出

１９７３年（昭和４８年）
２月 玉山勇学長、正式発令により就任
３月 （文）に移転統合計画書を提出
６月 実施本部・土地委、レイアウト案を決定
８月 福島大学臨海実験所を「海の家」に名称変更

１９７４年（昭和４９年）
１１月 実施委、新レイアウト素案決定、提案

（評）代表者会議合意で全学総意の
新団地移転決定と確認

１２月 代表者会議、レイアウト案について合意

１９７５年（昭和５０年）
６月 市長より地権者と協議成立、譲渡可との文書

「暴力一掃・大学自治擁護全大学人集会」

１９７６年（昭和５１年）
２月 渡辺源次郎経済学部教授、学長に就任
３月 移転統合用地が福島市土地開発公

社より引き渡し、移転登記完了
４月 （図）訓令改正で両分館廃止、統一

図書館となる
５月 （院経）大学院・経済学研究科（経済学専

攻）修士課程新設、経済学部専攻科廃止
９月 金谷川キャンパス敷地造成工事着工

１９７７年（昭和５２年）
２月 福島大学同窓会発足
４月 （育）附属養護学校設置
１０月 （般）一般教育等運営委員会を設置

福島大学起工式

１９７８年（昭和５３年）
４月 （経）経済・経営両学科に昼間主・夜

間主コース設置
（般）一般教育主事設置

８月 県・市など地域諸団体で福島大学学
部増設期成同盟会発足

１９７９年（昭和５４年）
１月 （セ）共通一次試験を初めて実施
２月 渡辺源次郎学長再任（第２期）
３月 大学会館竣工
４月 （育）幼稚園教員養成課程設置

金谷川団地で業務開始（事務局・学
生部・教育学部）
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学長　玉山　勇（1973～76）

1970（昭和45年）

学長　渡辺源次郎（1976～81）

1971（昭和46年）

1972（昭和47年）

1973（昭和48年）

1974（昭和49年）

1975（昭和50年）

1976（昭和51年） 1979（昭和54年）

1977（昭和52年）

1978（昭和53年）

学長事務取扱　
安田初雄（1971～73）

『
新
し
い
大
学
の
た
め
に
』
Ｎ
ｏ
・
１
発
行

教育学部前停留所
（路面電車4月に廃止）

移転統合予定地（金谷川）右が4号国道入口、
左が事務局・学生部棟

金谷川キャンパス敷地造成工事着工 金谷川駅からの登校

移転前の教育学部正門

金谷川キャンパスに
移転開始、事務局・
学生部・教育学部業
務開始

移転のあいさつ（教育学部）

建設が進む教育学部棟暴力一掃・大学自治擁護全大学人集会

起工式

附属養護学校新築

統合移転レイアウト案

福島民報9.13付

福島民友6.3付

福島民報2.16付

福島民報5.26付

福島民報8.19付

福島民報5.2付

福島民友10.28付



１１１０

A HISTORY OF THE FIRST SIXTY YEARS

FUKUSHIMA UNIVERSITY

1980-1989
時ヲ超エテ明日ノ向コウニ

１９８０年（昭和５５年）
３月 （短）経済短期大学部廃止
４月 新キャンパスで如月寮・葵寮開寮

１９８１年（昭和５６年）
２月 伊藤巳喜夫教育学部教授、学長に就任
４月 保健管理センター設置

（育）教育実践研究指導センター設置
附属図書館・経済学部も金谷川団地
で業務開始、事務局も本部棟に（金谷
川移転事業完了）
新キャンパスで信夫寮開寮

５月 福島大学落成式

１９８２年（昭和５７年）
３月 附属中学校を教育学部跡地に新築・移転

保健管理センター棟竣工
１１月 大学広報誌を『吾陵ニュース』と改称

１９８３年（昭和５８年）
３月 （育）教育実践教育指導センター棟竣工

舟場町跡地に福島大学職員会館竣工

１９８４年（昭和５９年）
２月 （評）改組型構想は「行政社会学部」案と決定

山田舜経済学部教授、学長に就任
３月 附属幼稚園園舎を教育学部跡地に新築・移転
７月 行政社会学部案で概算要求を提出
１２月 （図）『書燈』（附属図書館報）創刊

１９８５年（昭和６０年）
１月 会計課に情報処理係を新設
４月 （院育）教育学研究科修士課程新設
７月 （評）行政社会学部構想で昭和６２年度

開設に向け創設準備費概算要求を決定
１０月 信陵公園建設（信陵同窓会寄付）

１９８６年（昭和６１年）
３月 （評）行社学部準備室長に大谷教授選任

情報処理センター棟竣工
４月 （院経）経営学専攻設置（社会人受入）

行政社会学部準備室を設置

１９８７年（昭和６２年）
２月 山田舜学長再任（第２期）
６月 （評）中国・中南財経大学と交流協

定承認（経）
１０月 （行）行政社会学部（行政学科学生定員

１６０・応用社会学科学生定員８０）設置
（行）行政社会学部創設記念式典・
祝賀会開催

１９８８年（昭和６３年）
２月 福島大学留学生後援会発足
４月 （行）第１期学生入学、３学部体制第

１回入学式
７月 第１回大学・学部説明会（以後、毎年夏実施）
１２月 （行）行政社会学部棟竣工

１９８９年（昭和６４／平成１年）
２月 篠笥憲爾教育学部教授、学長に就任

（図）学術情報センターに接続／目録
業務電算化

４月 （行）（経）福島大学地域研究センター
発足（（経）東北経済研究所を改組）

７月 （般）『一般教育アリーナ』創刊
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学長　伊藤巳喜夫（1981～84）

学長　山田　舜（1984～89）

学長　篠笥憲爾（1989～92）

1985（昭和60年）

1984（昭和59年） 1987（昭和62年）1980（昭和55年）

1981（昭和56年）

1982（昭和57年）

1983（昭和58年）

1986（昭和61年）

1988（昭和63年）

建設進む経済学部棟（左）
図書館棟（下）

移転のあいさつ（経済学部）

教育学部跡地に附属中学校新築・移転

葵寮跡地に職員会館竣工

移転前の経済学部正門

福島大学落成式

『新しい大学のために』
の表題『吾陵ニュース』
と改題

『一般教育アリーナ』発刊

信陵公園完成
戦没同窓生刻名記念碑（左）
鎮魂わだつみ像（下）

第1回大学・学部説明会

『書燈』発行

教育学部跡地に
附属幼稚園
新築・移転

中国・中南財経大学と交流協定締結

行政社会学部創設

福島民報3.6付

福島民友10.28付

福島民報12.29付

福島民友3.27付

1989（昭和64年／平成元年）

福島民報10.11付



１３１２

A HISTORY OF THE FIRST SIXTY YEARS

FUKUSHIMA UNIVERSITY

1990-1999
時ヲ超エテ明日ノ向コウニ

１９９０年（平成２年）
４月 （図）図書管理・雑誌管理の全面電

算処理開始
１２月 中国・北京師範大学と交流協定締結（育）

１９９１年（平成３年）
４月 （経）１６講座を５大講座に再編成
７月 （評）環境情報学部構想で調査費を

概算要求
１１月 第二体育館竣工

１９９２年（平成４年）
２月 （評）将来構想検討委答申を全学承認

星埜惇行政社会学部教授、学長に就任
４月 全学教務事務電算化システム稼働開始

学生部に留学生係設置
７月 （評）「福島大学自己評価実施要綱」制定
９月 （評）福島大学自己評価委員会設置
１２月 米・ウィスコンシン大学オークレア校と交

流協定締結（育）

１９９３年（平成５年）
２月 （評）人間理工学部案を方向として

全学承認
４月 （院行）地域政策科学研究科設置
７月 カナダ・ヴィクトリア大学と交流協定締結（経）
１０月 第１回福島大学自己評価報告書『福

島大学　現状と課題』、（育）『研究者
総覧』、（行）『研究教育者総覧』、（経）
『研究活動総覧』刊行

１９９４年（平成６年）
６月 福島大学国際交流会館竣工
８月 （図）図書館増築工事竣工

１９９５年（平成７年）
２月 吉原泰助経済学部教授、学長に就任
４月 生涯学習教育研究センター設置

（育）生涯教育課程設置
一般教育から共通教育カリキュラムに移行

７月 中国・華東師範大学と交流協定締結（育）
９月 （評）学長「将来計画の策定・推進に

ついて」（２００５年プロジェクト）提案

１９９６年（平成８年）
２月 （評）新「人間理工学部」案を全学承認
４月 （経）２学科１０大講座を４課程１４大

講座に改組
（行）比較文化講座増設（９講座体制に）

５月 （育）教育実践研究指導センターを教
育実践総合センターに

７月 米・ミドルテネシー州立大学と交流協定（育）

１９９７年（平成９年）
２月 （評）創立５０周年記念行事（記念式典・

５０年史刊行・学術振興基金創設）を決定
附属小学校校舎改築工事完成

１２月 福島大学学術振興事業推進後援会を設立
推進本部『大学を変える－第１集－』発行
『大学改革ニュース』発行

１９９８年（平成１０年）
２月 吉原泰助学長再任（第２期）
４月 大学間相互単位互換に関する取扱要

領を制定
１１月 中国・河北大学と交流協定締結（行）

１９９９年（平成１１年）
４月 教育学部改組（５課程→２課程【学校

教育教員養成課程、生涯教育課程】）
１０月 情報教育校舎竣工
１１月 福島大学創立５０周年記念式典開催
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学長　星埜　惇
（1992～95）

1990（平成2年）

学長　吉原泰助（1995～2002）

1994（平成6年）

1995（平成7年） 1998（平成10年）

1996（平成8年） 1999（平成11年）

1997（平成9年）

1993（平成5年）

1992（平成4年）

1991（平成3年）

北京師範大学との交流協定締結

米・ウィスコンシン大学
オークレア校との交流協定締結

公開講座

カナダ・ヴィクトリア大学との
交流協定締結

「自己評価報告書」等

福島大学留学生と地域の
人々との交流会

葵寮跡地に国際交流会館竣工

華東師範大学と交流協定締結

将来計画・学部改組全学懇談会

『福島大学50年史』刊行

米・ミドルテネシー州立大学との交流協定締結

大学改革ニュース

「教育学部附属教育実践研究指導セン
ター」を「教育実践総合センター」に

中国・河北大学と交流協定締結

福島大学学術振興事業推進後援会
設立発起人会・理事会

教育学部附属小学校
改築工事完成

福島民報1.14付

福島民報5.23付

福島民報12.11付



１４

A HISTORY OF THE FIRST SIXTY YEARS

FUKUSHIMA UNIVERSITY

2000-2009
時ヲ超エテ明日ノ向コウニ

２０００年（平成１２年）
２月 吉原泰助学長再任（第３期）
４月 所在地名称を「福島市金谷川１番地」に変更／

学会館２階に学生総合相談室開設
１０月 福島大学教育学部附属小学校創立１２０年周年

記念式典・集会開催
２００１年（平成１３年）
４月 郡山・会津サテライト教室開設／地域創造支援

センター設置
６月 ベトナム国家大学ハノイ人文社会科学大学と

交流協定締結
１０月 豪・クイーンズランド大学と交流協定締結
２００２年（平成１４年）
１月 附属図書館に大塚久雄文庫開設
２月 臼井嘉一教育学部教授、学長に就任
１０月 フォーラム「変わります福島大学」開催

（福島・郡山・会津若松・いわき）
２００３年（平成１５年）
３月 陸上競技場改修竣工
４月 総合情報処理センター設置（省令施設化）
７月 国立大学法人法案が国会で可決され、法律

第１１２号により国立大学法人法が公布
１０月 「国立大学法人福島大学」となる
２００４年（平成１６年）
１月 福島大学憲章成立
２月 理工学群共生システム理工学類創設記念シン

ポジウム開催
４月 国立大学法人福島大学として学生受入開始
１０月 福島大学全学再編、３学部から２学群４学類１２学

系制度へ移行、人文社会学群に夜間主コースを
設置／福島大学シンボルマークを制定

１２月 福島大学サテライト「街なかブランチ」にリエ
ゾンオフェスを設置

２００５年（平成１７年）
４月 「新生福島大学宣言」発表／２学群４学類の福島

大学新制度設計による学生受け入れ開始／総合
教育研究センター設置（教育学部附属教育実践
総合センター改組）／教育学部附属学校園から
福島大学附属学校園（全学附属学校園）へ

１２月 『福島大学研究年報』創刊
２００６年（平成１８年）
３月 韓国外国語大学校と交流協定締結／福島大学

東京連絡事務所を開設
４月 今野順夫副学長、学長に就任／共生システム理

工学類研究教育後援募金会発足
６月 共生システム理工学類研究実験棟竣工
１２月 『全学再編中間総括自己点検・自己評価書』

刊行
２００７年（平成１９年）
１月 「福島大学プラン２０１５」発表／「全学再編中間総

括外部評価」実施
４月 学校教育法等の一部改正に伴う校名変更（附属養護

学校→附属特別支援学校）／事務機構改革（課
制からグループ制に改編）／台湾・国立台北大学
と交流協定締結

７月 学生活動センター新築竣工
６月 『大学機関別認証評価自己評価書』刊行
９月 ベトナム国家大学ハノイ自然科学大学と交流協

定締結
２００８年（平成２０年）
１月 英・スターリング大学と交流協定締結
３月 共生システム理工学類棟改修竣工
４月 大学院共生システム理工学研究科（修士課程）

設置・学生受け入れ／生涯学習教育研究セン
ターが地域創造支援センターと統合

８月 北京オリンピックに福島大学陸上競技部選手
出場（池田・丹野・久保倉・木田・青木）

１０月 行政社会学部（行政政策学類）創設２０周年記念
祝賀会

１１月 第１回福島大学ホームカミングディを開催
１２月 白石大学校・白石文化大学と交流協定締

結
２００９年（平成２１年）
４月 大学院人間発達文化研究科（修士課程）設置

（教育学研究科の改組）・学生受け入れ

学長　臼井嘉一（2002～06）

2000年（平成12年）

2003（平成15年）

2002（平成14年）

2001（平成13年）

所在地名称を「福島市金谷川1番地」に変更

フォーラム
「変わります福島大学」開催

郡山サテライト教室開設記念式及び記念講演会
地域創造支援センター

開所式・記念シンポジウム

陸上競技場
改修竣工

教育学部附属小学校創立120年周年記念式典・集会開催

福島民報1.20付

福島民報7.10付
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学長　今野順夫（2006～）

2004（平成16年）

2006（平成18年）

2007（平成19年）

2008（平成20年）

2005（平成17年）

全学再編記者会見・シンボルマーク制定

全学再編記念式典・
記念講演会及び
祝賀会

新生福島大学宣言

福島大学東京連絡事務所開設

韓国外国語大学校及びハノイ国家大学
人文社会科学大学と交流協定締結

北京オリンピックに福島大学陸上競技部出身
（及び現役学生）選手出場

行政社会学部（現行政政策学類）
創設20周年記念祝賀会

第1回福島大学
ホームカミングディ

白石大学校・白石文化大学と
交流協定締結

台北大学と交流協定締結 ベトナム国家大学ハノイ自然科学大学と交流協定締結 大学院共生システム理工学研究科設置記者会見

共生システム理工学類
研究実験棟竣工

「街なかブランチ」
オープン



１７１６

福島大学の沿革

明治7.9

福島師範学校講習所 

 

学芸学部 

 

経済学部 

（昭和41.4改称） 

教育学部 

（昭和62.10新設，学生受入　昭和63.4） 

行政社会学部 

（昭和51.5設置） 

大学院 

（昭和60.4設置，学生受入　昭和60.4） 

教育学研究科 

（平成5.4設置，学生受入　平成5.4） 

地域政策科学研究科 

（昭和51.5設置，学生受入　昭和51.6） 

経済学研究科 

（平成20.4設置，学生受入　平成20.4） 

共生システム理工学研究科 

（昭和51.4設置） 

附属図書館 

（昭和56.4設置） 

保健管理センター 

（平成13.4設置） 

地域創造支援センター 

（平成15.4設置） 

総合情報処理センター 

（平成17.4設置） 

総合教育研究センター 

 

附属幼稚園 
附属小学校 
附属中学校 

附属特別支援学校 

（平成16.10全学再編） 

人文社会学群 

（平成16.10新設） 

※教育学部・行政社会学部・経済学部は平成17年度より学生募集停止。 
　但し，学生在学中は存続。 

※教育学研究科は平成21年度より学生募集停止。 
　但し，学生在学中は存続。 

理工学群 

（学生受入　平成17.4） 

人間発達文化学類 

（学生受入　平成17.4） 

行政政策学類 

（学生受入　平成17.4） 

経済経営学類 

（学生受入　平成17.4） 

夜間主コース（現代教養コース） 

（学生受入　平成17.4） 

共生システム理工学類 

（平成21.4設置，学生受入　平成21.4） 

人間発達文化研究科 

明治9.1

福島師範伝習校 

明治11.3

福島師範学校 

明治19.8

福島尋常師範学校 

明治20.3

福島県尋常師範学校 

明治31.4

福島県師範学校 
大正10.12

福島高等商業学校 

昭和19.4

福島経済専門学校 

昭和10.4

福島県立青年学校教員養成所 

大正9.10

福島県立実業補習学校教員養成所 

昭和19.4

福島青年師範学校 

（昭和34.4設置）（平成4.3廃止） 

保健体育専攻 

（昭和39.4設置）（昭和60.3廃止） 

教育専攻 

（昭和46.4設置）（昭和60.3廃止） 

理科専攻 

（昭和31.4設置）（昭和51.5廃止） 

経理経営専攻 

（昭和27.4併設）（昭和55.3廃止） 

経営学科 

教育専攻科 学芸専攻科 
 

専攻科 

経済学専攻科 

経済短期大学部 

昭和24.5設置 

福 島 大 学 
（平成16.4設立　国立大学法人） 

大正12.4

福島県女子師範学校 

昭和18.4

福島師範学校 

明治10.2

福島第一号師範学校 
福島第二号師範学校 
福島第三号師範学校 

福島女子師範学校校舎（明治45年頃）福島師範学校校舎（大正12年）

福島高商の全景福島高商の本館と講堂



キャンパスイルミネーション 

学位記授与式 

雪景色 中央広場の「芽」 陸上競技場 
人間発達文化学類・ 

共生システム理工学類棟 
附属図書館 

総合 
情報処理センター 

学生活動センター 

経済経営学類棟・行政政策学類棟 

事務局棟 

中央広場（初夏） 大学会館前 

信陵公園 
（わだつみの像） 

共生システム理工学類 
研究実験棟 

中央広場（秋） 

キャンパス風景 

入学式 

学生寮 

今日の福島大学

１８ １９


